環境・設備分野と意匠・計画分野の融合による建築デザイン教育プログラムの提案 by 脇坂 圭一 et al.
環境・設備分野と意匠・計画分野の融合による建築
デザイン教育プログラムの提案






2021 年 6 月 1 日受理 
＊ 理工学部 建築学科 
環境・設備分野と意匠・計画分野の融合による 
建築デザイン教育プログラムの提案 
Proposal of architectural design educational method 
together environment / equipment field and design / planning field 
脇坂 圭一＊、鍋島 佑基＊ 
Keiichi WAKISAKA and Yuki NABESHIMA 
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米国 Solemma 社によって DIVA の後継ソフトとして開発さ
れ、モデリングソフトのライノセロスのプラグインソフト








きだしたが、本稿では UDI（Useful Daylight Illuminance）
について（図 7）、Avg lux（Illuminance）について（図
8）、結果を示す。 
３）UDI（Useful Daylight Illuminance） 
 UDI とは、Useful Daylight Illuminance の略号で、解
析面が受ける一年間の照度を照度毎に色分けして表示し
たシミュレーションである。解析においては、0-100 lux
（濃青）、100-300 lux（緑青）、300-3000 lux（黄緑）、3000 
lux 以上（桃色）で区分した。100-3000lux を有用な昼光
照度として、その割合を見ると、１階は42%、2階は28.4%、




 2 階では、講義室（北側）の南側半分が 300lux 以下と
なり、昼光のみでは不足している。 





図 7．階毎の UDI(Useful Daylight Illuminance) 
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 Avg lux は、解析面が年間に受ける照度を平均値で算出
し、照度毎に色で表現したものである。解析においては、
0 lux から 2000 lux までを 10 段階、10 色で区分した。 














 平均照度で見ると、１階が 2835lux、2 階が 789lux、3













で 0-200lux に対して、実測では 100lux 台が多くを占

































り、１F は製図室、講評室、２F は主に講義、３F は教員の
個室、４Fは各研究室の学生が使用している。延べ床面積






空調、雑電灯の 5 項目、キュービクルでは、1、2 階及び
3、4 階の電灯、空調室外機、EV の 3 項目が計測される。
計測時の測定間隔は 1 時間ごとである。実測は 2018 年 1
月～2020 年 12 月に行った。2018 年 1 月～5 月、2019 年 6







 各年の月積算 1次エネルギー消費量を示す（図 11）。図


























各階 PAC 室外機（動力） 
ＥＶ動力 
表 1．測定項目 
















 図 13 に 2020 年の外気温と空調電力の消費動向を示す。
アメダスデータより各年の平均外気温を取得し、空調消費
電力と外気温の関係を比較した。図 13左図に 2020 年の平
日の空調消費電力を、 図 13 右図に 2020 年の休日の空調






 休日に関しては、最大で約 800kWh を示した。これは、
大学見学会、オープンキャンパス、などのイベント等の休
日出勤が考えられる。2020 年の休日の空調電力消費量は、




で約 743 MJ/m2・年（ZEB Oriented）である。実績値とし





使用量は 339 MJ/㎡・年まで低減可能となる。 
 図 15．に設計値からの ZEB 格付けの変化を図示する。
前述の通り、設計値は ZEB Oriented であり、ZEB とはな
り得ないことが示されている。しかし、2020 年の実績値
では ZEB Ready に格付けできることがわかる。このこと
から、創エネを消費エネルギー量の 15%(61MJ/m2・年)確
保できれば Nearly ZEB に格上げ可能であることが明らか





















図 13．空調消費電力と外気温の関係（2020 年） 
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